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弁護士過疎地で身近な存在に

鹿児島県鹿屋市で活躍中!!

大山勉さん（平３法）

弁護士過疎の解消を目指し、日本弁護士連合会が

全国に公設法律事務所設置を進めているが、その一

つとして鹿児島県鹿屋市に｢鹿屋ひまわり基金法律

事務所｣が誕生。校友の弁護士・大山勉さん（平３法）

が昨年暮れに着任した。「住民に直結する問題に幅

広く取り組み、身近で親しめる事務所に」と、事件、裁

判処理のほか市民相手の法律相談などを精力的に

こなす多忙な毎日を送っている。

大山さんは、栃木県岩舟町の出身。専大時代、多く

の法曹を育てた故近藤仁一さん（辰巳法律研究所創

始者）と出会い、｢社会で本当に困っている人のために、一緒に考え、解決する弁護士

になりたい｣と平成12年、12回の挑戦の末、司法試験合格を果たした。

修習生時代に弁護士過疎の実態を知り、２年前に弁護士登録後、弁護士過疎地派遣

に協力する法律事務所に勤務、公設事務所弁護士としての力を蓄えてきた。

鹿屋市管内には、これまで弁護士が一人いるだけで、大山さんには業務開始前から、

数件の相談が寄せられた。｢依頼者の方々に心から喜んでいただくことで、やりがいを

感じます｣と話している。

鹿屋市は人口約８万。九州最南端へと伸びる大隅半島のほぼ中央に位置する自然豊

かな街。「鹿児島の歴史や鹿屋の海にあこがれて」同地への赴任を決めた。多忙な合

間をぬって｢海｣を舞台にした趣味を作りたいと言う。受験時代は運送業、金属加工業、

ホテルのボーイなどさまざまなアルバイトを経験しながら勉強に専心してきた。「受験時

代の苦しさは、必ず社会で役に立つ。法曹を目指す純粋な志向をもっている皆さんも、

それを忘れずに」と後輩にエールを送っている。
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専大校友を訪ねて

短大、専大で育てた夢 実現へ

北海道を拠点に自然エネルギー開発に挑戦する

永桶 裕明(ながおけひろあき)さん（昭50北短商、昭52商）

北海道短大から専大に編入、帰郷して美唄

市で学生マンション８棟を経営する永桶さん

は、98年4月に世界初の水冷循環式雪冷房を

導入（その後冷暖房に改良）したマンションを

建設、全国で話題になった。翌年3月に

は(有)雪冷房を設立。北国の厄介物だった雪

の有効利用に乗り出した。

永桶さんが雪冷房を知ったのは、産学官で設

立し、短大の山上重吉教授が会長の｢美唄自然エネルギー研究会｣に入会したことに

よる。同研究会の講演で｢備蓄米や野菜を、雪で冷房保存｣している事例を聞き、これ

をエアコンに導入できないかと思った。さっそく研究会に相談して実用化を進めたが電

気エアコンと比べ、費用が3倍も掛かることから、融資を断られる。だが｢嫌われ者の雪

を白ダイヤにしたい｣という執念が実り、ついに自社マンションで実現させたのだ。02年

｢新エネルギー法｣の改正で、今までの太陽光と風力に加えて｢雪氷冷熱｣がクリーンエ

ネルギーとして認められ、利用した建造物が補助対象になった。03年2月、永桶さんは

｢新エネ大賞・資源エネルギー庁長官賞」を受賞した。

｢でも、それだけでは満足出来なかったんです。暖房の場合、温水にして循環させると

き、灯油を使う。これを自然エネルギーにしないと本物ではない｣と考えた。そんなとき

永桶さんが副会長のＹＥＧ(全国商工会議所青年部連合会）で知り合った京都府の工

務店経営者、大村利和氏から｢バイオマス燃料｣のことを聞き、これだと思った。

昨年11月(有)雪冷房を改組して｢ノルドファブリカ｣を大村氏と設立。雪エネルギーに加

え薪状のバイオマス燃料の製造にも着手した。

｢ニュートンは『チャンスは準備をした人にしか生かせない』と言っていますが諦めず追

求すれば必ず夢は叶うと思っています。｣と言う。

今年2月、永桶さんの事業プランは中小企業庁長官賞を受賞した。
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▲04年度校友会代議員会（あいさつする小林会長）
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活動活性化へ意見交換

'04校友会代議員会開催

5月29日、'04校友会代議員会

が神田校舎３０３号教室で、全

国から代議員１５８人が出席

（委任状４３９通）して開催され

た。

河本雄三総務部長（昭45経

済）の司会で進行。小林清会

長（昭22予科）が議長を務め、

第１号議案「平成15年度事業・

決算報告」、第２号議案「平

成15年度監査報告」、第３号

議案「平成16年度事業計画

（案）、収支予算（案）」を原案通り可決。体育会強化の支援や、鳳祭へのブース出展、

「校友の集い（ホームカミングデイ）」の実施など、新たな企画を検討していくこととなっ

た。また、質疑応答では財政基盤の課題や支部活動の活性化などについて、意見が

交わされた（第３号議案については７月号で詳報の予定）。
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